
東支那海共同調査

 ユ.査.の自的

 東支那海域に於ける一「イフ篶ア八サバのξ壊については絵ヵに明ら牟にさ札て来
 たが㌧一アジ、ナハは産卵のため一東海の中南部に集結する魚群のユ雄経路。。沿岸域で漁獲
 される、ナヘアジとの関連、演場が形成され季環境要因、その他産卵及ぴ鎧態“を調・
 壷し資源の解明に役立てよ5とする」目的をもって科挙的語腫を西海は水産研究所に於
 て企商され当場試験船貝賀南丸をもって2剛こわたり実施された^
 尚詳繍な調査報告は酒癖区水華研究所に於て発表され当場はその旅薙をr.うしお」誌上
 をもって報告した。
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 近年東一変郵海歩バは掃釣漁場に、ナソマ棒愛網漁船g裏作漁場として、東海への進出
 が色タ間趨となつて来た。
 過去太県に於ても{ムロ、アジ、ナパ等を一目的とする、香豪■・カイ鉛による棒受網漁葉が.
 .富まれていた時代屯あつたが、近年まったく操業されて居ないし、又、1
 葉は・献鳩カイ働による餓;嚇薬と舛蔀=離しい1竜模も大型化し繍も機械
 .化さ牝て来ているりで、
 ユ)今後米県に於ても必然的に、げ111ね釣漁法に変って捧受網漁葉亭誌達すべき要因を・
 もつ漁法セあるが否か㌻

 2茎、姦諮箒驚驚驚二三差:で茗淋ら・該郷…没㍗'蹄漁・
 ε).早、未県一般沿海で、棒受繍漁業を取入れる価値のある漁業であるか否か?一'
 等の見=1世から捧受鍋漁一葉の発達の地であり、現在少=ノマ棒受継及ぴア以ナハ捧受縄

 数離)に乗船し・そ蝋法・鱗・漁早・船体設備・鯛靴ついそ調査したので
 2一冨之)緒.巽を頬砦する。

 §一調養の一要
 H水揚高言海釜.及び一般状況
 伊事漁協に所属する、漁船の内で、.5屯未満の船数は{ユOユ隻セ主に一本緬、其の
 魑誰.漁、業に従事している一本約は主に「きんめ」「むつ」等の一本蝕で年間操葉レ、..
 セ、8月ごろより冒月ごろまでが盛漁期で“年間6萬～7萬實の水錘がなされている。
 集の他“イカ、.一太都等も盛ん年行われている。
 凌吏ち屯以上50屯沫蒲の漁船は、帰どんどが1鋒受網漁業を営んでおり、大型ユβ隻、.
 李塑・晦計・・藍が踊年麟なしている柵均鯛年で・・月ユ虻ろrむろ」
 が最も多.く～月～6月ごろ迄、子サバが多く。漁獲されている。

 童1fご㍗干㍗習納帆こ?時期に臓を・はね鉾贈へる靴一
 56竜以上iOO屯級の漁船はユ}隻で、一マグ白、.カッヲ、一漁業を㌣み、9月のナy
 ・了時期か・らは全般サンマ捧受網漁業帝12月ごろまで操業している。
 尚、決策漁協では別表で示す様に、総水揚賛・数、569萬員'申、56筋3.2C萬貫
 め水揚は一ナづ、ムロ、アジ等の棒受網漁業によって占められ(1沼和32年度)水揚
 高に於ても、冨4%強を占める重要な漁、業である。
 年度別水揚高では、昭和23年24年ζろは不漁でその後3GO萬實代の水揚をな
 し、昭和32年600萬貫漁獲が放されている。こ札ら、年一度別の漁、獲量の差違の大
 都分は、棒硬鋼漁業の、好“不漁1に起因してい一るもので島名。

 {⇒さんま一棒受継漏、一薬調査
 9.月ヤ日・より・NO昇天満丸・・ユ43に乗船し・9月1・2日の篭3決闘祭日よりi

 '北海道エリモ岬南方のN4ユ度内外官143度～ユ.44度海域で一操業に従事し、調養
 を9月ユ8日迄実'施した。

 本年度のサンマ群の一般漁況は、エリモ岬沿岸を南一下し、巖角沖た達している一
 水温16んユ8Qの海域の沿岸一群と、ユ4?互4ユN附近の沖合=群と.そ

 9中商4ユN内外ユ45E前後の海域に、中心帯拡τ一≡瑳南下している様で、大部
 分の漁船は{沿岸海域の・群を操業している鞭であった。

 刈。一一



 李船は始め、Eユ45度のN-4ユ'度、水温ユ8・・5附近で小群を発見したが、操業せず、
 4ユ～ユ5'N.ユ43山.25'瓦永.澄ユ8.9の海域まで調査・したが、操葉出来る群を
 I発見出衆ず、工2日～ユ3日は、全くの不漁でユ3日夜卒.ユ43-55'亜40-35'
 亙水温ユ字.8の海域で小群を5回操業し、一工,OOO〆の漱獲をなしたのみセあった。
 ユ壬目伊ま40■30'町ユ43-OOE酢チ差…王より寄萄盤壱でタ台的一、ユ43〇一20'E40-
 20'亘鈍近で4働操葉で暑・.OOO一〆の漁獲を・なした。・
 偽般の多くは(全体漁斑徽のユ/4～ユ/3)ユ2日の蝿禁目及び斗3日の雨夜で、割
 合沿岸近くで7,OOO～ユ5,OO.Cの漁擾をなし、主要ナソマ根底蝉一ではユ5日の。
 総水揚農ぱ2?o萬賛以上に達し、戦後長萬の記録との話であった一。
 燃し、太船はユ5日始めて鞘良い群を}μユ。一25'ユ4・3-33見附逓で筆見し、
 ユ3何操薬で、約ユO,OqO賛の漁獲をなし水揚塩釜後にユ7日入港した。
 一鍛に本軍ぽ、中、小型群は近海に大型群は沖合の様であったが、全般的に群は薄く、広・
 く分布し、太鎗屯多くの溝を各所で発見レたがいづれも擬案出来る程の群では衣かった。
 .叉、猫莫い蝉を発見し亡も、火付が悪く逸散す一る事が多かった。

 ㈲境在ρナソマ棒硬網漁船数は、相当な数に達し、左船が櫃興とした宮古1遠足けでも、
 400崖以,上の大型サンマ粉が集結していた。
 ナソマ漁葉は他の漁業に比べ、非常に経費が少くてすみ。ユOO一毛級で、.1航平均20萬
 円自雌の必要経費があれば良く、魚価の安いいはあっても。、一ユ杭の日数は■2月～長く
 ともユ週間であり.・経営上非常に有利の様でお肌
(後記参照)
 燃し、期間が非常に短くしユ2月以降漁価が非常に安く溝、泥も良くない)
 .ユ呂月上句ごろまでしか操薬出衆ない事が・過去ナソマ群は金華山以南まで相当の群が南

 下して、選洲灘附.近でも操業さ札でいた時代もあったが、現在では年々.南下群が少くなっ
 たと云われており、又測拾の駕2次航海では5夜操棄で5,OOC〆しか滴、事出衆なかっ
 た事など、本船の場合は今までに無い不況であった事などから年・ガ漁況は褒徴して居るの
 ではないか等の懸念もある。

 日アジ、ナハ棒貸網漁、糞調査

 (ユ〕9月富ユ～9月・4臼息伊東港のアジ・サバ棒受漁船・r妙福丸」に乗船し・御1前一
 前崎沖の全州増耀漁場で主に.ムコア汐.を漁離する操葉を調査した。
 当方面の棒受編漁場は近海q各漁礁を漁場とし、ユ日操巣で畳衛だけの藻率である。
 (別紙漁場=1一、参照)
 。京漁法は後述する様に多螢の餌料(コマセ)を散布或は投入し、魚群を一誘導餌付けて
 おき・ζの魚群を更に鞘申にコマセをもって誘導し砂上げるるもので“1甲の投網回数
 は50回以上に及ぶ事はめずらしくたし㌔即牡ユ回の所要暗闘は漁具の投入より、網
 =揚終了次回の投入まで9分～ユ。分は好漁の時でユ時間筆5圓～6回ものI操・業を行い、

 漁獲は好漁の時で1・網・・い・OO〆茸通μ9〆～竃M〆i読後の漁を鱗により
 漁獲を揚げるものである。



 アジサバ棒受網漁場図
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 今回乗船調査した時.は好漁の時期に当り一、篭ユ日目(2夏日)は5,OO〆25目
 3,800〆24日5一・:,。500〆の漁獲を.なしたが末年の'姫平均漁獲は大一体ユ',50

 、?ψの漁鍾が髄協るとの話であった。
 次に23日操葉日の一冬投網に於ける漁獲を示せば次の通りであ一る。
漁獲皆無'6回
 ユB当ムOO〆以芦,・18厘J

 〃一卓60〆～曼OO〆15.回
 "戸。o〆以十5回

 向此の日に要した、コマセの総巌は800〆であった。一

 (竃とI」般に・この漁業苧2ρ～壬0屯薮が最も操業し易いと云われてお.り・.20屯以下
 g。小型セあれば、操群は易いが、乗組員、一漁臭の点、.波準の高い場各。一操葉が出来在
 い。叉、あまり大型となれば、その歯1に大きな漁具が任用出来ない。操船がむづかし・
 ≦なる・等の難点があ.る棒で・調査当時も呂ユ隻操業1したが・30・屯前後が半数以上
であった6
 30屯航後g漁踏であれば、一渡複か強くとも験が風位に向ける事が出来る宕では、操
 業率来る・キの話しであ?紅(大型船は出率難い一““'綱を晴華と巻くおそ午あり)
 ㈲.緯費・・

 幣臭は・.中マセを使用するので・・網地が腐敗し易いので・、阜～・5日毎に取替へて・
 韓業している関係上㌧3範以上の漁具を所有している事が望ましい。
 .ζ現地では5～6流所有している。)
 又ξの為常隼陸上では網係が網の修理手入素行っている。従って..年1は新網を作
 製する必要が携ぺ実馳帆各統の網ト繊替)一
 引揚ワイヤー(帥綱)は同年操糞であるので年間2回～引劃一取替へる。次に一般航海
 経費では、漁、場が近く連日夜間には入港、水揚しているので、餌料以外は、特別な経
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 費は必要1でない。'簿料の使用量は漁況により糟還があるが、I出港睦800〆を積込み使
 用還だけ補充している。
 大体漁、獲ユ,OO〆迄ぐらいで輯科300～400〆

 '2,OOO〆'〕3.OOO〆負理一*手50-OO^一600〆
 5一,OOO～以上。'〃一?OO～800戸

 で不漁の時傭ど多くの餌料を牽要としていや。
 其の偉ユ日当
 フk.・角)収.3屯
 燃油4004～5'O04
 食料等であ、る。

 §一律受網漁、.紫を導入する・事についての2～5の劣繁
 H資源等の間魑

 ナyマ棒便網漁船による、ナハ棒受継激法について、太雇ではしばしばその漁法が'
 網打尽的で、すぐ資料¢)減少、猪渇箸{一官引起寺ものと懸念き才1、ている。
 燃し、この様な懸念な.1緯便縞漁藁だけについて云、る籍ではなくも現在.のはね釣漁業で
 も、底もれ縄I漁業、或は施網漁業等大型.化された漁業全般に.ついて懸念さ灼,る聖:である。
 静岡県伊'東漁、業の水揚量はそのI大都分が糠受納による永犠である事は、施述の造りで
 ある坪一その樺受漁業q漁獲量は、昌ユ年十呂畠年度と塞篠な揖擦を示している。
 苦しこめ棋紫による漁、法が資擦の間・麟仁つ、、・て云々さ九る辻らば、伊東港の如之幾捨年
 と続いている地方では、ここ数年来・づ好漁は櫨き'次い.で麦、ろうし、むしろ、漁法より漁
 況が間趨一であろう。・勿論,そζにはこの地方の特一異な事柄に琶罫意する必要.がある多可で.は
 この地方は、日宏列島申夫部に位鐸レ南一下或は北.、ヒ鮒こ占って一常.に費源の繁給がなさ
 れて1、・るのではな.いか?と云5様な一寧も者へられるが、:嬢焚繍漁糞では(アジ、ナハ等

 の場合)常にコマセを多塞1に激布している竺ぷ漁錫を永撞さ九石蕪が出楽るのでは汰い
 か。一〔コマセ売名掻に分布するので、寓瞳げ阜瀬に警があるのではないかと云ふ事も者
 へられたが、その.藻な事実はない糠そある。)

 .(鶉1一般に捧受網漁、法では、伊東港の水揚萬索調べても、朴,I
 魚が生漆で、産卵時代に入っている成魚は捨、獲が艦しく、若年魚ほど効果があるので、
 魚禦…σ)繁事箆をさまたげな1い事韮。

 (割叉・Iこ蝪集魚の漁獲は幼魚ではないから又漁法が鰍寸酌で中から・燃1の程痩.干.
 資源を左右するほどわ.ないのでわなかろうか等が考Iべられる晶'

 (4二其の他、.範綱、はね金入耳垂・受。縄推、業内をご事…漁燈の問題一があるべ繋であるが{理論自立根撰辿
 のない藺趨Iの様である;

 は導入する離について
 導入する事の可、否については、今.日'の魏査が洪異{農法、書.一''帖導によ三:、一経常、≡

 等に麟する調査が不充分であり、又こ..れに慎短期間で解舳1来ない閤鑓が1数多く雀.合され
 ているので、縞織的な事ね亡二凌べ・る窮は出奉ないが、一一十一;;が者へられる。
 {ユ〕アニ:'、ナ・べ捧貸綱海陸は、ナンマ擦受1i華…海難で歩ソマ葛二嵩、獲する・ほど高能率約でない.
 ㈲・ア～ク、歩パでも高。年魚の一ま迂獲には撒法抜糸亨に1高度。)経豪ミが必衰と者へられる。

 ㈲漁擬.馴…対する餌料費が占める比率が薄い。
 =1章燈を使用して実施す打ば、大体数聞の幸名・刎耳料が必要と.考へる。)

 ({と)設備費が相当必要である。ヌーし'^一'一'一一≡'.,三り砿1嶺、差塾が高いは

 四く、ユ暮に芯ける{;ξ入!皇ミ城によつ・て潰、鍍一騎の多少は
 決めξ一一..一・二…多し、o



 向'施綱等が福単数操葉している太・県近海で棒費網漁業の進出する鹸地があるか。
 (8).その他沿.岸漁業との間燭
 次に弓とする点については

 (⇒・圭県治歯には静岡県のアジ、ナハは捧受漁場に硯た様な漁場が多く存在している二
 一又、魚種組成'も似て居る。
 ㈲.件ね争タ魚業より・操業活撫鍵効果が高い.と者へしれる。(昨年東支一都海で成る漁船
 あ書舌たよれば、東支揮癌の魚潮ま、静岡県坤の如く網を便用されていないので、操業
 糸割合易.く、2夜～3礎集葉でユO,OOO〆程痩漁獲している。)

 (3,従って、錐業日数が窟く鮮度、経営の面から航海経費が増加しても良い。
 (この点については調養借料が僻く聞取だけで数的な=事が不明である。.

 (4〕サンマ漁業を営んでいる率胎では硬洋が棒受を営む事は、はね約より非常に有利とな
 なる。

 ̀{r1はお重ヨ。)如く、漁鮮が寮研に洋一ヒしなくとも・藻業が出来る。
 ㈲一中型棒受では摘当の時化でも、操棄が出来る。

 同本県の如く中型船(20～40重)?多い等方で璋・多角経営の一都として・近海
 のアジ、ナパ捧受を営む事。與

 (争設備は要しても、八円絹漁業や施網め禄な奮金は必要でなく、独船で出来る事。
 商、アジ、ナハ捧受縄操繋が昼間だけ操・葬し、夜間操薬しない事1…ついては、漁.葉調

 (1).整規則で、操業は昼間だ峠となっているのであるが、そ九は集魚蟹の発達し・ない昔、
 主に昼間操業していたので、その習慣で主に昼間行5.

 1尋ム.口では夜間より昼間の方が漁獲が良い。一
 二、向資源保護から夜間は操業しない。

 ̀孕終戦車時サバ・はね釣漁業と同哨場で操業し・昭和2眠24年と非常な不漁
 を招来し'これかは.ね釣漁業によ.る集魚、蟻の為であると者へられた。

 ㈲連日操業するので、昼間だけで夜間操業の必要は一ない。

一1/+一



 §サンマ漁業調査表

 H使用船の性能
 ユ・サンマ棒受璃海、粉第五大瀞丸
 {イ〕溝瞼'名

 屯数1山.。・屯(純轍….・睾屯)
 ヂ』ゼ〃350.馬力

重契寸法

 全..一I'33.5珂進水年月日
 29.8皿昭和2ユ年ユ皇居25日

 一中6.O皿建造所
藻室.95固三菱重工繋横浜造扮町

 航{予I払域還幸苧
8.5節

 {目〕載貨客;簿
 ;亀、・孟倉'{一ノレ9ユ.5目!三日ざ
 ・六レ.一ンエ04.㌣ポ用
燃易導漉葺善36.4弓4里

 p1三!工三丁＼く
 「【7'i一
 万:七プーユ//
 !1一一ノ

 '↓^一一一・!

 →く.、タI1・ヌ

  1一 
 

漁一〇'

  }36.3374丁㌃一一
  〕6.556
  6I一^'〃

  一9一gI.344

  ユ09一..94ユト・一…・一ユユユ宮.O㌣2一一ユ妻一F事百一」{一

 一.i仔



 。圭補助柱及ぴ甲板機械

 に.一.ユ
 !強ユ
 1立ユ.

 11ボギ「壬
 驚1移動絹ポソプユ
 L壁一__、__.

 一仏ぺ上ぐ苧1L
 o.?町5q50中次嶺騒動

 ユ妃竈凪/2手動
 4.卓郎'鉛5d艶)申次軸騒動

州十
 1ユ./2苧i

」

 ・繍・
 ・→姦二・

注

 機.・ヂーゼル60甲j
 ・驚鑓'
 乱I交;爺葦昏電;1崖…姜220サ40kf-A・ユ基;
 b変圧幟一ユ.5セw-2基
 伍一直浦竃着篶琶辛竃1'一5k再ユ…基三
 .交流発鶴幾2審OW40kvAで誰竃された電流は2宮O†として、揚擦二手窺掲

 頚;ドブム巻、電動穣周として随電」築撫鮭・或牡船内燈としては㌔変圧1鶴で.ユOOVと
 して働帽する。
 尚'直流莞礒鞍は船内点瞳戸盲として棋尉する。

o・バッテリー

均無線機器
 工.'ローラン

2.魚裸

一3...圭送信機.

磁助道芸機.
 4二I斐借糠

5.方探
 ・6.電動溌縄構

1..6-5]〔1〒

 ユ育TRO

 〃丁亘LヨV工0R-AP互D'

 SA専K五三{

 100wユ台日本無線製
 30w.〃〃

 3w1c竃活用)
 オート。クイン.8台

 20キ。午.3,oo0k0
 3,OO.Oko'}竃3,O00ko
 1台TRG

 ユKVAユ台

 一11仁j一



 ○漁栃設備

 {ユ〕棒受網の構・造
 漁具の鈷造は各船、各網師により、I大、小の差違はあるカ1、構造の基太は船の全長廿一
 或は構造樟類又は船舳の運用面を考慮Lて計圃設計されている.従って、大型鋼造
 船では、.網糸は割合太く』各重要寸・法はその害i1に小さく、設計されている。
 太融の構造上.の特長を例言己すれば

 ユ他給に比し網糸が太い。
 2.従って網地の重録増加が取扱に不便であるので,中央で2卒に別ヵ一に取離され

 一る様に出来ている。
 5.重要寸法は操船上、・中型船9圭口く自由な操船が出来年いので“.中型船の使用す一

 る網と変・らない。
 (注.1中型船とはユOO屯内外」大型とぽ■OO屯以上去云ふ。.)

 4..従って小型船では、.同行倒長さ(浮子方)が騎の全長と同長一般テソ寺船セは、.
 全長より2K内外還いのが普通であ.るが、。太船では、全琵33'5.皿(字5K)
 に対し、網の撲さユ7Kに。設計されており、又引揚側(沈子倒)の長さは{・向付・
 測ど同長か、或は長い方が(1』2K)普通であるに坤し・宏船では同長と.して
 ある。

 5音通操業する寡合、沈子倒を引揚げる場合、魚群は引揚によ手逸散は'下方・のみ。
 セ両脇には逸散は少いと云われていたが、両脇より逸散寺る魚群も大部ある様で
 あるから、両脇に環を付け、Iワイヤーで引締める様設計されている。.

 図A参照
 さんま棒受網材料表

 ユ網地

          斗誰}目合掛目長さ・反.数総・長編方          11斗ユ判ユOKユエ×2220K一木目.          〃2×・240"

          生虫剤・_.〃二圭.k_〃一515×2工50〃          一虫二....一麺c一一■一■一■■一一〃一〃一■一I・15一一〃'一】450一〃
          "D.I一〃3〃〃ユIo"500".

          。申.線網E〃4ユ4一''醜㎏尺1×264㎏尺〃
          '

          '〃一一一'一四・一一一■E'■一一一一〃''..∠_〃'一〃56K〃72〃
          〃'一一一'埋_.4"_.一.∠.〃38K2尺''7脳4尺一。"
          横L鼓紹亙.〃ユ25男532KI〃6真I艦叉.
          .前線網GL〃一一1'〃■o''一■'一〃''一340竃5          はしK1×2
          一一■I一一一

          力網耳一グ2.58分目ユ。o(17K)4目〃
          K一'          前三角網〃'60酎目一          〃一"20目→目登董

          撞〃J〃〃ユ寸目ユC目べ唱8×2ユ6板〃
          合せ網工'〃ユO1.4ユ・o4ユk2尺〃・
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       一名'.・称材料太さ長さ一一I一一一一一■大数総長一備考
       .親一.網舛わrブ4分30K824σ〔長さは所要蜜劾〒す
       翔鶴ワイヤー一〃一〃一452一Ωo
       痘鵜跨塗ワイヤー".〃302・60

       一聾出しロー・プー'.マニーフ5点スー川・一生至ユ。22       ■一

       一叢出し竹■■一■一山一'一一一■一…''一`■       2

       奥付一■一・一一''一'`        6一一■一

       '鋼20Kユ。呂OO
       一I1一■一'一■一

       向付遵しマーブ〃一I一.'一`40一]4!O       .四一一

       詑千一綱繭糸L.と一_.一万O14C'
       .一一一'''■一'一■

       昌違糸一'''ユ80太外5玉
       '一一一一

       〃

       繭弼(重.り)鉛、撒一8
       ■一一一一一I

 網一類展ぴ錐具.  (但し漁具に附一爵するもので副漁臭を除く)

 虹㈱網の頼よら萬妬までの長さi肌
 紅嚴出し竹は、張出しロープと合せて鈴の雄より向付まで、ユ5K。
 ・1づ蔚石め重さ甑端はユ2～ユ3賛中央都6個は10'賛を使痛。
 {≒→向付引寄辛ライヤーぱ{侵出しと同'じ。
 (嚇引揚ワイ†一は横長ユ・・と1血網ユ・・とを合せた長さ嫡水中にあ畔にI
 lする。

 .ド薗竹は4表㌧6大を下歯の様に使用する。
 竹わ太さほ目逼左15榊以一ヒ

握

 (ト〕張串し竹は1ヨ通り10o椛前後を便用。
 ㈲沈子綱は別に作製し・後で餓豪網に綿糸ので目通して結付する。
 (卵軒繭角には長さ12k〔片側6K)の添縞を結付す西。
 噌、彗騰一ワイーヤーの堤は垂2寸.ぐらいを使用し、i.≒Kおきに向付帳より穣稿の
 亀!3ぐらいまで付ける。(8個)
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 2。集魚燈装置

 本給は220V40KサA、交流発電機で発電された電流はξOk寸の変圧機で、
 ]OOVとなし集魚蟹用として使用している。
 (又鎗内動力用としては220Vを使用している。)
 従って最大使腿鍬・"・w/の報園内で準用され。一線鐙及探照燈の点滅卜
 切船橋に於て行へる様になってい乱
 配線は断線某の他故障発見≒'容易にする為、描橋か6直接桑ユ。棚'峠線)の一キヤプ.
 タイヤ'で使用さ.れ。ておるd

 図B参照

 集魚鐙1一の.光力は下記の通りで合計竃㌣.・.OOOwを使用している。
 右舷500w由ユ組を5組
 左舷500w].個を
 〃〃〃2掬.

 〃〃ユ。燭〃バ出““網中央部に位置し赤燈を使用して
 揚網前漁群を集中させる。

 探無用として3Kw探照燈を5個準備レ通常2燭を便用する。

 ・望㌘澄は練上に2個・繍鯛こユ蝉十・上㍗右に自岬輸出干る様にナ
 集魚鐙ぽ、杉丸太目通り4寸・1'・珂後のア}ムの先に、B劇の畠の儀な竿を取付ける。
 材料は杉枝或は鉄板を使用・叉アームの長さ俸舷辛り2～呂早出し支倖よ?テ・ク"で
 支へ、左右よりマ'ラロープ4分至で張を取る。
 右舷集魚鐘の網中央郡にある、・集串賠(600冊ユOケユ縞)はなるべく電球の碍は
 小さく深くして、光線を集中させる様にする。

5揚他装置
 1ユ1.揚網構
 揚一網装置は各船により一幅違が見られ例べば、右舷鰯で.操業する船;左舷側で操業する

 船により義網穣の位置が速い一文日じ舷で操業する総でも揚網犠牽甲板上機関室或は甲
 板上申央部、甲板、鉛構構と其の論の溝遺作葉の具合によりま.らまちであるが、一般に
 上部.甲板船橋横(G図の3図参瀬)に装置.している船が多い,'揚網摘の動は主議より.
 の場合と電動機の場合ある。

体).主磯
 山・.

 平べ〃ト駆動

申.次.軸
 チ三エソ躯勧・

 弼・機

 ㈲電.動議.
 新エソ

 揚綱、州

 1イ〕主機より・臨勤する場合・中次軸まで年Vペルトを使用している換船もあるが・船一二
 体のローリングによる衡激を緩和する意味で若干のス1jシフをなす様、.平ペノレトー6

 .以上を使用の方が良い。

 一花ろ



 チエン斑動の場合はRS96番以上のものを使用する。又中次輸其の他の軸も垂手
 2佐'以上の軸を各船とも使用レプー一」一等も漢期が終了した場合。簡剃こ

 転外せる様割プ.り'ξ便用する方が良い。プー』一の看部寸法割合のユ例を示せ
 ば次の様である。.一←一一」農9〕H
 向揚網践の鹸数は・バ～川・/雌・ノ素"
 になる様各プー1」一.及チエソプ_リ_で

 卯減Lて勇鰯する。然し平プーj一は、、..
 茎まり軽が小さくならない糠にチュー1
 ソフ_リで加減する。.'、'ム

・.2
 '揚網構回転数240尺/Mは揚網輝ギヤー'
 で純に減速され約㌣o々/Mで巻揚.

 ・黒篤と讐ユ4～ユ・舳4雀伽止)
 本船で船鮪絃後部角に交流電動讐ユ畔を使用して、廓動し七いるので、駆動
 .装置に特別な容積を必要としない。

 一二無謙幾ぎによる醐坊タ鼠中次軸を常に回転してい㍗要がな
 4揚貨・装置

 一ナニ/マ漁葉に於てはユ時に多量の(1夜に10',OOO×以上の)漁をなす事が
 多いので、特に揚貨装置をなす必要がある。引締一ワイヤ'の巻上げ、。ド。ラムは.揚縄.
 一時両撞併用す。るもので、巻上げドラムはC図の如く胴の間後部巻違はあるが、一
 般にioδR/Mで、回転され軸は.・24''以上を使用しドラムは3ケ～4
 ケを同時に巻取る様にしてあ亭。一般構造は音通のドラム構造と大差尽い。
 ('o図圭参照)

 揚貨贈ヂリツキは1組～2組を装置し、÷今茎ワイヤ}を使用している。.
 揚貨用.タモ1士直垂3尺の下図の様な大タモと軍差2尺のタモを各2組づつ用意し、
 ・大。タモは漁具より船内に取入れるに便需し、1時に8.O〆～ユOO〆の収容能力の
 あるものである。

//
 /・.。・3分蚤わ・∵や一

 /!。・・_1㌣チ音・㎡箏坦貨一

 ・。/忙弓訴毒長什3κ

 にし十∴
一12千一



 其の他

 イ操業中。或は.無免申、.粉体を剛立に。立てる一為、・雑寺れ麺.を装備する。

 し、1、糺

.
1
一
二
1
ド
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下一.
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1
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 B図 集魚灯配置図  Bの1図
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漁.没
 し.'漁、場、魚溝の探査
 ・始め漁、場附近に到着し、日没を一時って魚蝉探知壌1を始動し緒を全・連で航進させlkが
 ら、N01.N02及び1{08を点燈しながら船=晴上にあるKW深照燈2個を各々
 片舷づつ正、灘より船首一方i帥仁照射きセーながら魚撃発現、に留む。

 一般にナン÷難を表魑斉泳して=括り、裸一

 は照射方窩に向って捧蘇上に飛躍する。
 これが甥～で島れ{ま集魚せず、!肖i櫟・杏を寮三
 ける。一般に蓑案出衆る簿ぽ表層のナソ
 マ1黛2下蟻ナソマ.詳が押上げるが如.く表.
 擢Iナソマ靴ゴll、珪面上ユ皿.以上にも飛躍す

 に飛躍が見.られる、かかる僕.を発.見した

 一一らNOユ^・肘.08の集寧篭を点錐し船を

 蝉岬i畔図.'停止する回
 ∴集魚法
 HOユ～肘08の全集魚燈を点燈し、船を停止する時(魚蟻が近くであれぱ、.砕

 .止と同時に後進す一る。)船を風に立てる糠に操紛了る。(この時緯銚を援る。)鉛.
 首を国.に立て集魚、する率5分～ユ.O・分ぐらいで鉛の周魎はナソマ群の飛躍で.貞自く

 なる様であれば二すぐ投網の準備年行ふもはユーO分以よも集魚レて無一蝉が疎であれ
 ば次の群の発見に勉める。
.援網..法一
 投縄は先っ船首を風下5点に向け。即ち、投網舷左舷船首3点内外より風を向け
 る様にレ集魚燈の左舷側全燈(Ne6㍗N08)を消し、.右舷儲の集魚蟹下に魚
 群が充分年移動したならば揮絹を開始する二一(左舷倒の醐挑を張る幕も同時に行う
 鋒緯紅始め坤竹を投入し次いセ帥石、を残して縄地を全部投入し、張出し竹で突出
 して風力と張出し竹とにより1着1竹が左舷倒斉5～6K一離れ前石が絹地の申に落ちな
 い謙に繍地が舷一を離れたら帥石差投入し前網索延ばす。
 .・この鋳二商横.引揚ワイヤーは冗1呑に(前網畏と横.長を川へた長さ)延ばし、充
 分に張出し竹が張ったら魚群の導入に移る。
 着し腫が無し.・場合年式は.風力より・潮流が強い場合÷一右嫁側との向付投入よ'り前石
 投入終り蓮の時間は。風力、潮力にもよ一るが風力3前後ならば5分～4分を必要と
 する。一

 舞群の筆入・
 5㌻㈱各騨叩時の鰍より着キ?櫨:勤午るが榊の要率で行
 .い漁具を投入し張串。し竹か充分に張るころN06N08一の左舷倒集魚燈を点じ..
 いp～l1"を消九魚群が干。5・N04岬に移動呼へ枠.・
 5.・酊O呂～N04を消す缶・〃j.HO一."
 ム・・.葺。-5=を消す'
 5、亜09..を点ずd一一}一I}紙
 6一.一右舷側の魚癬が全部左舷倒に移動寺るを見計ってN06～量d㌣を消す'
 7..魚群が…可。華の赤燈下一を甲運鋤を起す様に夜ったら揚網開始を行ふ。・

 ・㌍8一



 ユρ.一N.06～N08の奉舷燈を点じてより鐸網開始までユ分～'ちO秤～2分間を要す'る苧.
 文月令がユ5日等集魚蟹ρ効果が薄い時は右舷より左舷芋こ興群は移動Iし難いので・こ.の時
 は紛酋3亙w探照健一で右舷砂ら左葱へあたかち撮で掃くが如く.して移動させる様にする。
5揚縄
 擬網の合図により鶴縄機を1麟云し輔縄に引揚げ一る自
 IL'.一一」.{}ユ垂K～ユ5K/Mであるが、・給のローリング等急激毒ソヨツク

 等にして巻揚げ糧.方5講娃であれば、甑細長ユー5亙をユ回～.ユ05前後で引揚げる。
 前有が鉱鰯水蔽.上に来れば、=〈方そ船上に引揚げ網操り毒始めるのであるか、繭石の水面にI
 上ると.同時に繭榛・引揚ワイヤーの巻上を開始」魚群の横方向への逸華を防止する。
 又輝繰りを鮒鵬・叩引寄ぜワイヤーの巻馴一も開始する占網をたぐり終り帥が舷側
 章至言・…簑㌫ぎ驚㌫落線芒呼9・㍗㍗㍗1
 一方薬焦燈は向付が舷近まセ寄せら光たら中二次の集一員の為右舷網の筆入より前網引揚げ開
 始までの所要蒔間は6理～50揃後を巽し引牽終りまで一7エロ～9?前後を要レ魚撃物
 の取揚は甑記(揚貨装軍)下述べた多く夫.タモで取入を行ぶが、ユ;OO-d〆～2増OOO一
 〆の漁獲であれば、20口～50平闇を必要とし投網より次の投網開始まで、2,◎OO〆一

 ぐらいまでは桝一㍗で嬢沸へ・芦し率酷雫等?場合はユれ1～ユ舳で率9・'
 投網が行へる。

 ふ警鏡物の聯1書差㍗†ぐ次r蹄を甲始叩を寺㍗叩酬膏じ方法を操業叩
 ・6桑趣.貢の作業配置・

 ユ・OO屯級漁船であれば水面よりの舷の高さ祥相当高くな一り従?て向付も太く、..蒲地も太

 擦坪ダ∵1∵∵∵.
 べ前石と前石の間ρ揮操人里一.峠×予ケ所.1・・千一・
 二、.船騒ユー名機関部■名
 ホ、揚縄.鶴ユ名

 の計58名は是非必要で其の絶無倉等の係が好漁.の場合は必要となる。・

＼

 ＼'.一.。'・'



経.営
 工.。一漁業.種類及び漁、場、漁、期
 本調叡'対照紛、天満丸は主にカジヲ竿釣漁業とサyマ括鞭網漁業により経営され一
 でいる。即ち蕃初鎮りカツを漁業を、.8月迄主に小笠原諸島で操業し時期後には、
 ウラスカ方面まで進出し操業している、カツラ漁、葉は年間8～.10航海実1腕し年.

 水揚金額の約錫をこの漁牽で揚げているが一・ユ機の好漁をピークに拳洩一
 漁価、餌料姜難箏の軽費の増大にともない近年サーソマ棒受縄漁業による経営の比重が
 大きくな一りつつある。
 力.ツラ漁業Iの熱了した、9月よりユ署.肩迄はサンマ漁繁をユ。・～ユ2航海実施し
 ている。ナソマ漁業は、短期内ではあるが、毎年600萬～800恵の水揚を行い
 英の割芋ご.カツラ漁業の補に必要経費が少くて経営としては有須jであ一る。
 捌表でも解る様に、箕の必要経費は水揚高のユ割見分前後(昭和32年度)でちる
 に比べ、Iカツラ漁業では蝸和5ユ年度の好漁の隼でも尾割3分を必要とし皆通年で
 6賛ドヤ割の大俸経費を必渓としてし.'る。
 無し;如嫡葉も軸不振となるのではないカ・と懸念されるので、寮は合軸が.
 撃・ま・れる㎡
 加こ12月末～カツラ初漁期の5.月迄は現在までムIんなが延縄漁業を北太平洋海

 区で実施しているが、この漁業は他の漁顧(メバチ等)の混獲もあり一魚価の点は
 魚藁よ・り有利であるが、漁獲率が非常に少い事及ぴ時揮的に華節風が強く、操業が
 困響である等の点から更支郡海方面のサバ漁業への避由が望まれており、或る漁船
 寧{2年度は東海で実施し、初経験芋ヒ。もかかぽら青ユ裁平均ユー。え一〇〇〇〆をよ廼.I

 詑㌘してい午注蜘は蹴の外参照として・、明子丸の蝉欄書手干
 .2-1。さんま漁業による漁具経費

 サンマ漁業を耕しく操業する場合、..一現在の船の設備の違い或は設二旛内容により∵・
 設備経費は相当な相違はあるが概略次の様な設備費は必累であろう宇
 又、漁具.一.式(張)30g,ooo～500,oρo
 れ・揚網・機

 3一一.ドラム設備費
旦.揚縄.機動装置
 事一・甲板上各設備
 ら、・発電機30KWユ.基及びユ
 、・集魚一.装.置

 ユ5000-O～250,OOO

 ユ00000内タト
 ユ50000～500,二〇〇0
 2g-OOOOんち.OIO,OOO一・
 bOOOO'Ci内外

 即ちギ街し一くナソマ操.I一網漁薬を開始すれば最低2,ooo.6-oo円程度は必要.
 である。

 次に・野統或畔替へるべぎ施設で峠
 工一上節、異
 綿漁具で歩ツマ時期だけ健用するもあであれば一2～3年俸使用埠余名が毎
 年其の一郡を新網と.切替へ使崩しており出来得れば2・以上を所有しユ.潮つ
 っ取醤使用する。.
 2。ワイヤー類

 ナソマ捧鯛ではワイヤ噌蝉用は多く馳網等は毎年新品と取替へ・古
 鮪は幽駄使用す叩・翰雫蝉の千分蝉取替へる率にな名。
 9..共の一般

 偉は其の使確度により相違が茎る李撫補充すべき品目で㈲1・葉集灯用
 或は甲板魔用キャブタイ'ヤーのユ都滑草類、向付・張出し竹等がある。

 ・・制一



天満一丸 経営調査表  ・(単位1,000円)

天満丸  ユ45二,..06 360

期
 まぐろ、とんぼ延縄擬業
 がつを漁業
 さんま棒受縄漁業

 ・ユ.2.弓～寓月
 5.月^】8.舅

 I字月～ユ繧月

利益配分方法

 水揚蕗∵.大洋軽鎮一=統益≧<ユ/1{=鍛主
 ・=鉛.賢

 .、金

船体
機関

異

線
方伽

ローワン

 ・発・電機

 i8,..ooo円・
 ン,畠。o

930・

ポ…20C

6㌧OC0
2'ユ80
500

畠80

9?O

 尾三goo

収一入

 年次ノ

学
 ユ。

ユ1

23

 晩,3ユ㌣

 魯一ア;9醐

 ユ蝸.蝿ユ

 .ユ2.8組

 8.4■ア8一

 躯。挑葛一

 年旧、、・12周
 jζ工蚕
 8二、OO'5.・59㌣

9133.276 ?.988一

ユユユ20.000  6.67o一

 響坐里_776ユ80鯛

 一瞥・導十・ 郷一業r一←…獲一
36・OOつ'2・582]

 ユ。

 ユs :::::農一

 侶t一・



員暑蔓`芦9.月工2目.
 ・ソニラ月20日

    奉

    ['■t・IL'{

    鵡高(払薫㎡)    才二撚出・樹.代.一二上二一_一_二.凹「一ユヨ。銅、。400
    1水代一4玖。2辮・

    ^“盲手一土一i斜・費賄G,99㌣

    一円`

    1一2亨g,95尋

    一蹴一諜・金坤。oo

    通信繋ユO,O?ユ

    =上'架手当3ε,4㏄i

    決・費ユ6,690

    一篶珀・男{晶費4,800

    ・磐理費・    ←.生ユ・056・一
    消幸手晶撃ユ61・螂1

    雑.費ユ・・呼

    水・代睾,晩bI1

    .入港・費2戦1・竃。o.

    一一食・・料費ユ9ユ,9靱

    計・暑,ミ;賄,852

 ㌻一(㍉デ



単位1,000円

 目当ξε工2
 (縄鐙)r
 藤弔'穀・

支払利息

 4。湘5 ?.9㌣4

÷



第2明生丸経営調査書.
 第2明生丸ミい1中』・鵬嫉組員1∵..

昭和29年4月7日華.水

 ・月'∴・月一か?を竿綿業
 ・月～ユ.蝸幸んま・鱗、・

 ユ㍗月'一底焦噛㍗ソホ㍗

 ア.∴籔一.lllllllll・
 汝具・.・・毫。,O・。..O。・

 その他8.6r'IΨ
利率配分法..溝紬壬棚邸1郷繊

 干・聞漁準1版.十..'
年 次  ・・年1・貝～・・隼ユー明  50角…ユ、冒～50勾…ユ2月

粟 航海数漁獲畠 金額 銃蒲鑑塁 金額

・かろを  ユ.負・…,蝉・・,・逆 ユ6'  24;虹・ 5,9軸

さノ)ま ユ3 研,4脚 4,8雄  一ユε一ユO生ゴ8・ユー. 5,45壬.

 圭⊥. 29  ・・,o如一ユ冨,5・・= 3].  ユ…一職ユエ,き叩

 一13千・二



支出内一訳表

 ヒ麦1.

 (繍費目については.単位千円)

      ,>王竿29.堪月～㌔.〕.暮30年4月桂冨月・支圭堺』患=98,COO叫C50,OCO

      箪諸手数料」_上空・900599,↓OO幸撞望量500,CCOユ各8,00£;:lll・器将1I榊製・等洋妾嚢圭嚢■:T-1「59,OGO一テ～亘架圭董5Q,OOC80,OOq      麦菱経畿叢
      一舞.料2580,0CO

      舞糞一費娯,ooo鼻g,ooc      薫、臭賢一

      主食費う42,ooo測,o・・上と課費←
      戴索.費o6ユ,Q00跣;エテC幻O日当1
      炭一代蛾;ooo603,ooo魚探一代o.⊥筍,ooc'.
      遵.信'費一一ユ8,oooユ已ρooその塗上左柳,OOO
      族費宿費.1㌣,OOO

      一'

      信一費.gミOOC
      ・一蒲菓一子穀25,O00'

      農一敷,費蜴一〇00
      一無線費硯,OOO訪,ooo
      .薫一.燈...賢一

      ?ユ,0D0.      蓑慧圭ヒ蒜.oユ⊥㌧ooo
      誰一費囎,OOO⊥ユ竃。o0D
      轟一公費・
      交・藤.費.関,OCC軍4,OOO
      魂一一費費

      主言当鮭轟撃ポ2,6軌。ooユ,6ユ3,ooo
      I慶I弔喪

      1.一水一=代
      支.私利急一

      鉛士経費ユ,7・,8.50o皇,榊,牟。o
      1・姦.俸修・・理ユ鵬,ooo'ユ6ゆOO
      1撰関〃..班,coo300'OOO

      ・38㌧O09一一      ヒ麦1.140,OOQ跣。ooo

砂

布5一



 あじ、さば棒要=網溝、業調査審

 H調査箱の性能

革^々

 総毛数、
妙'福.丸
29.畠3盟

 ユ2一.ユ・9.TOn.

 主機デーゼー1レユ室。げ

 無縫・機
業細.員

3市超短波無線電話  ユ.基

 。..溝、場設備・
 本もじ一さば棒受網漁叢は昼間だけ袈糞するので、集魚燈灘備は不要であ一り、又海

 価より舷までの離が低い繍竹萎鮒に引鮒る警揃・繍がふさぐ・自今が割合
 太いので、さんま棒蓼網漁業で健押するような揚賃銭置等=切不要で、只主なものは
 揚網機ユ育、関スリ機。口・の装備(無馴犬癌の.特r及び擁鉛を容易にす.る使用する).
 だけをすれば良い口

 イ揚.網機
 珂網6本巻を挺用

 口同上壁動装き
 主機より申次軸を経由して勤してお.り、・挿1造幾椿執さんまの場合と同様
 な方法が院周章れて唐.る{
 .卒般の場合は下劇の逓りである二



 へ・発電機
 ユOKW、。?一5K下平、5KW3t書

 ぎは肱ね濃、業を実捧する場合に、ユOKW、・7・5互Wは使用し・、5KWを
 一・般船内燈として使用する。

 ぺ・.敬一永.機
 日経パ及び5.2首

 一散水穣は報無を軍用する窮或は一般雑用として2経ユ育を便用するが、3一経.、
 経の散水徽ま近海かつを漁業を実施'する場台使用する。

 寺、・.・肉痛.穣
 大型肉勢擬ユ書を珪鰯し1号ン{'衛O㌻竃8?回転速度となる棲・中1`:軸で㍉
 動ずる当(クラッチを装擶する)

 へ・i砕及ぴ元テイスー〃
 嘉運樗;に埴槻を謹嫌し、帥には、小型のステイスー〃を装備する。
 このステ身スー〃は風のもる場合稽の役目をする'ものである戸

 Iに一一
 一ユ5戸{㍗ユ6jミ。D  五丁を装備し、.左舷倒と堤を作る。

 鉛・

作酋一
 封篭ド
9.受
 専一'ヲ.
の.

 
  

14久1!・/    '一。

   ,!・ステ」セ・"/ヨ円ド1」ノz/
   』一一_…÷d。、1＼{・.I＼.'.!ゾ水一町

   書・穐慢一昔通取タドしておく。

 一1るト



 チ、其の他わ殼偽

 操業申に於ける操船は嵐簡カ、潮向遠を常に堵鹿して船頭の÷垢揮の下に
 敏速に行.島諦が必要であるので、・嫉.、一動を胴時に行へる様へ鉛
 構上に主機のグラツチを遠鶴銘縦出来る様装備ナる。

 リ、..…輩..貴

 乗組愚は最低竈。名を必要として一下図の擦珪苧礎で操繋する。

 ＼!ヘハ

 ー←;耳す㌻
 「.・げテ
ザ/I



漁.法

 (ユ1渡場を魚探で探壷し言己録が現れたら.船を風向に立てて停止し、敬餌(二7セ)を
 散布し、.ボウy(下図参照)にコマセ.(ユ入ぐらい)を入'れて水深ユ5瓦ぐらい
 まで投入し引上げながらヨマセを散布し魚群の誘導する采2名:筐艇、天で探ぐ
 ウを入れておき鐙上からたへず・コマセを骸布しておく。

 天で鱒がユ塔でもれた㍗マ声を多郵こ散布し・・†れノを砿ぐらい葦
 す。・・…。(蓬本コマセ主なる)
 A図.ボ・ウッをし終べたら投網するのであるが一..基本コマセで餌付けてあ一る魚
 群が投網の為。逸散するので{投網は基太コマセより嵐上に離して投網する'一
 基本コマセより離す方法は始ム左舷に操船(B図)・し寸次に風上に立て(G図)炊.
 に操船する(1⊃図)右舷に熱鉛する場合、鈎娼力により操、胎するめであるが、回転
 を急に早くする為(1鶴関だけでは前進し青さる)前にステ_セ_一〃を張り又船首
 よりをもって、踏酋部を早く右方に回転させる船体中央都舞霊前都に風力或は一
 潮流により.基本コマセが流身1,付く1廉な位置に来たたらば、投縄を開始し、一肌甑蔀
 ステ」セ'ルに風を強く受け季様張るd'亘図
 投綱中は嵩竹と船体が平行になる様操船するF図基本コマセが船体中央都に流れ
 付いたら、左舷より骸=マセ{一哉はボウツをす(ボウ.シの数は4本・JユO本で
 .魚群の多いほど数を増一し、骸コマセ竜多量にする)G漸
 左舷よりしたコマセが縄中央都に流れたら揚綱を開始する。草図

 驚携㌘が揚焔湘押入岬亨舷側で鰍圓の基わ下㌣粋
 揚網を撃へた時の船の位牢は前躯図の1辮開始の蝉であるの下・すぐ次回ρ

 投縄を薬施する丁.醐
 以後は漁の島るまでユO向でも富0回でも同二場所を前回同様な方法で裏業すふ

 12)網成り'不良む場合、其の他I
 K図の如く向付は船体と平・行であっても網.成りは潮流により“船首都或は船尾部

 ・隻緯鱗篤諸一誰婁諜㌶簑な1…網中
 .風の無い場合は風Q変りにを船首より2丁船尾よ・り2丁で基本ユマセ砂船体中
 央郡に流れ付く様に操船する甘いっ地にしても前述の基本形の操船状態と次る様{

 ∵ず1、!ぐヤ干
/一

一

 .ドーしli二

 吋・紅㍗
 ・協一



.3.コマセ

 コマセは一般に片口ィワシ類が多く・使語され、これを肉挽搬を:重した、そのま
 .まを、ポウシに使覇.し散=1.マセは蒸干海水で享容がすも一般さばはねでイ重用する群
 群には溶かさな1ゴ。
 ユ網の使用数量1は漁の好い時ほど多く便用い回でI大体4斗タルユ本～好漁の場
 膏で4水内外を便用しユi芭圭O㍗30回繰棄で8-OO〆前後を使鵜するo



操船図

 授綱,鋼張1〕中

 ボIシラ橡人

 銅鈍〕ネ槙の場合のボウヲ

 投x住萱のノ例

 推調の為操船のノ

楊絹南始前

 場網商始基本コマ鴻人

 楊鏑約、投網開始

硬調高始

 操稚の3

 操船の2



網地配置図

 向→'ち網冬旨朱4狐来2一本/5K

 ∠量〃55目3oK切従目
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 かたくちいわし蓄養試験

 蓄養経過の概要'

 蓄養を打つだ「カタクチイワシ」は昭和33年ユ2月ユO日古注沖で八田網により漁嬢したもの

 で直ちに竹製生費(L星・4祖B工,8mD1・8皿)内に収容し、∵時(海上時化の為)酉桜劇・池
 に曳航しユ2月15日垂水市牛摂熔岩の水深30画の場所で蓄養を始めた。その閻生存率筍ユ回
 毎の魚体測定、環境要因の研究、漁獲蒔よりの変化及網主螢と竹製生費との比較試験を実施し、
 2月ユO一日蓄養を終了した。
 (ユ)供試魚の鑑死について

 本試験の生存率は6倉=台%であり毎日の鑑死魚尾数は別表に示す。これによると驚死魚の
 39%が漁獲時上り蓄養時までの鑑死であり、又蓄養後一週間以内において4'O%が死点と卒.
 る。この様な高い数字の表われ老原因としては、魚が詮議網に1欄iであり叉漁獲によト時に

 衝激を与えるので魚の頭部尖端が傷つく為であろう。魚体郡定の結果では男1腰他と異なる所は
 ない。蓄養時における難死I(1週間後より)は約23%であり、日毎の変化は少ない・・これら
 の原因としては露不足又解渡による傷付き、鳥害が主なるものである。生存率を向上するに

 二姜驚簑章二㌶瓢八轍鶴繍めな干㍗鰍防f等
 (2)餌の種類と投競量について・一・.'㌧

 長期蓄養を行う一』からは投爵は薙死を防ぐのとカタクチイワシ納鰹餌料としての活動性をも
 たせる為には必要不可欠の要素である。

 餌料としてはアミが最高のもめであるが、高価な為利用はしなかった。しかし宇根海岸に打ち
 寄せたエビ仔を年用したが数量が少いのでそめ価値は握めなかった。

 才識で郷したものは・カタクチ・の生鼠カタクチ?駅魚竿械I海藻予を煮て・
 ミーンチにかけ小量の水を加えて与えた。

 」=記の各種類において特に優劣はつけ難いが、一番大切乍事は生魚においては鮮度を阜好に保
 つこと、肉スリ・においては予め粉末状にくだいて与える方が摂取しやすいようであるq
 薙死状態は寧からも明らかな様に目時の縄固と共に減少し、当初は略々指幸函数的に減少する。一

 括庁けた魚に対する餌の投与は1週間後に行うのは、第一次の原因によ.る無死数が殆んど
 なぐなり、生残ったものは、傷害も癒って、解けもよくなるのそ行う。蓄養中の摂餌量の変化
 は、別区に示すが最初に摂取する量は、.艶死が大体終?ての頃(工週間後)にくらべれば拓程
 度にすぎず摂騒の増減と麟魚の増減は。」般に醐関を表わし下1)る棲である。・
 摂餌琴の適正量檎旨の率前日全く投餌しないで空腹にし㍗投餌すれば群は餌1と素早く集っ下.
 来るが次第にその手動は、鈍り・遂には全くその反応を示さな、くなる6この時を飽和状態に達し
 たと考えて・・適正量と淀めたが類の干満等により・又網内の流れ餌の種類におりて二.その沈下
 準度が畢育の嘩餌量唯は齢に沈下する事を前提ξして・絨・・♀奇声決肌.辞し
 こめ様な実験経過にお己、ても最も比較すべき、自然の摂餌量が木明であら、叉飽和状態になる
 まで採集する機会に恵まれず相当摂敢している個体でも蓄養の場合よ.りは、低いと恩わ丸宕の
 で常に」二述の董魂程度のものと考えられる;
 次に供試魚の摂取する時間的変化によるもの一を調査する為水温ユ7.9㌧18.ユ犯二において絶食
 状態においたものを少量すっ餌をあたえ、ゆっくり飽和させその後ユ。分間隔k投餌しそをの
 摂餌量を風た第図において明らかの様に絶食時より餌をとる場合、始めあ内ほ大量だ摂取
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 するがその後一時間に].回の摂餌量の・け1ノ:1が蒐られることと共に供試魚においては、甥薩
 たなしたものに→時に多量の餌を投解する割.ま魚.体が1し0～20分後に浮上して死点となる頓

 一向が大きいので.、これを方策として、ウナギやその他の蓄養魚の様に自・分自身で摂取するもの
 は罰として、カタクナイワシの様に生餌をつるしてわく事は不可能であるので多回投餌の必要I

 があるがこれは'技術勺にも困難であるので1回に飽和しない様にして除々に与えていた。

 鱈の種類において1ま、前述の如く種々のものを実験をなしたが、カタクチイワシの場合は、生
 鼠一煮干、魚粉井トさく叉一時点であたえる。必要が充分にある。魚粉について一方は煮・て、
 牲方はそのままにして投餌した所、魚.粉のままの場合は、肉眼的ではあるが摂餌が充分でない。

 蓄養網について

 蓄養網は別区の通り、一辺9尺深さ9.尺の八角網のクレモナ、綜禍網を使用した。.蓄養中の網
 ・成幸1ζついては、蓄養に充分な型を常に保つ事が出兼た。クレモナ、綜櫓綱の比較については、
 縄寂.りと言う.魚から見れば別段差異は認められない。然し絹^の附窟・物では、一海水に入れて1週
 閥簑において一翻鞘においては、附着生物がクレモナに比し大となる。この事は、海水の流フψ
 牢くなる事が考えられ砂で、クレ主ナに劣るが・波浪や繍から'受ける影響において綜オ粥の
 撃合は、網糸が硬いので有利である;これらのことを替合してI、業者間で使用さ朴そいる竹製生
 菱に較べ・蓄養中(長期聞になれば)網の取り蕃え・回数の減少およびその他の管理上梓試魚に.
 与える影響鱗虞カを大にする事、鋼耳した残部1)欄目より出る事)などから考察して有利と考=
 えられる。

 その他の参考事項

 蓄一義甲カタクナイワシの漉泳・について観察した,点壱述べる。
 .溝泳速度について2,3の実験を試みた。その方法としては、網内に予め距離を測定をなし、そ
 g闇を泳ぐ時間を測定して見た。この結果については売分とは言べないがカタクチイワシは常に
 芦養申は奉勘・.。一・・吟・位のもρであり、この耗1乗よりして内側を瀕するものは速度は
 おそ・く・外郵は早く旋回するので蓄率のみ使用するとすれば出来栂る限り大型のものを使用する
 のが適当と考えられる。

 蓄養揚が桜島の近くの為降灰が多かったが岩暇鑑死には関係はないが降灰による瀞(σ)癌りには

 蝉繍敏感であり・海千の濁水申は常手こ底に乏邸いる“摂動に対して{ま岬)外・空梓
 .琴ひ師ものもあった。.
 又波浪筆による網自体あ振動については大きく揺れれば供試魚は振動の軸となるべき中心に集中
 する。α6.事は前述の蓄養網の大型化が更に有利となる。

 倫今後研究識騒としては風力による琴酉波・を防ぐ研究をすべきである。・
 一蓄養中風が強い時、波浪知立つと角、は中増域下を灘泳し、蓄養繕自体を大き・く振るので鰯E魚の
 大き卒原因といわオ{る魚体の傷がつきやすい。

 環境要因1…つい下
 水温・・塩分導環境要因の変蓼が魚津の生理作用に著しい影響を革ぼす率は多くの研究発表があ
 事{.学説としては水温の」:鼎に従?て生活機能が増進し、水温が降下すると代謝乍。職蟻退する
 と言われている。水墨、、塩分等に対する揮応f1≡用・は魚種によ')て特徴生璃一すろもウ)であるから

 「カタク・チィワシ」の掬さ暖水系魚でも異状な環境襲題の変化は蜷芋Eを起す原因と考えねばなら
 ぬ。

 本織においてフ、㈱ま麺25h網申網の外1こ分け.て挺した。
 水温鮎ま1難場においては一ぺ・べ・ユ払1を示し当蔑素敵:1ゴいてはユ・1・・!/～ユ1二〃1
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 となり、水温の急激な変化は認められない。湾内八田網及地曳網業者調査及当場湾内海洋観測の
 記録を参考にすわ.ぱユ〃2月は漁場に如、、てはユ6モ～19ちで蓄養場と大い狂う差位は認めら
 .れない。これらの緕果において、カタクチイワシの越冬は水温の関係で何ら心酉己する点はない。

 水温の低下に伴う魚体の蜷死・代謝作用の減退という点については確実に学握め.なかっ㍍
 .魚僻測定結果について

 供試魚の魚体測定は、魚体を乱取り1とし1回5(〕尾を測定した(別表)
 体長については9.O～ユC・4例の範題で単調な一絢成を辛している。体長、体重、肥満度にわけるI
 蓄養中の50尾平均の変化ぽ別区に示すが蓄養後ユ週間は体重1とおいては変化は認められずやや
 低下の椥態を示す。投餌と共に蜷死魚の減少が、見られ始めた頃より体重、肥満.度共平均値は増大

 するが魚俸尾数の一20%～ユ。%位が肥満度、体重においてやや低下が見られ、蓄養日数が長期
 間に至れば体重組成の範囲が大きくなる。この事は撞耳量にも関係加認められるが、魚の生理作
 用、本能的な弱肉強食的な傾向が大きく魚体の大きな看Iのより始め摂取する様であり、弱ったも

 のはあまり摂取出来ない事一も原因となっておりこの事はカツ才餌料においては、魚体の不揃とい

 う点は今回の識牢けでは不充分であつ・こgで今後更に研究すべきで弧
 一般にカ孝クチイワシの体長、体重組成は単一なものであるが(当場資料よら)蓄養魚の20
 日以後の組成は複雑となる。肥満度揮成表を別表に表示す・。・とおり蓄養後においては組成の巾砂
 広くなり大きくなる群とそのままの群の出現が出来てその習蛤・はξ:2であり20%一は餌料とし
 て不向きであるC

 試験結果よりの考察

 (1〕.餌料としてはアミが最高のもσブごあるが、高価な為使用は出来得ないので、カタクチイワシ

 その他安価な率類下魚揮等で充分である。'
 (2)投餌方法としては、肉スリにて紺くすりつぶ・し少盤の水を加えて投与する。

 (3)投餌量は最初少量ずつ与えて回数を多くし餌に慣れるの壱待つ一飯に慣れたら飽食するよう
 に与える方が効果的である。

 伜)投餌回数としては、回数多・く与えテこ方が良い。
 (5).鮮、魚の場合は、鮮度良好のものを与える。

 (6)投醇を行えば長期にやたり強い抵あ肋を維持寺糺・
 (fl)環境調としての水温・塩麹こついてはユ5"19・ユg.書1j96～・ユ・.いゆ範囲内で.
 は、充分越冬できる。

 (8)蓄養中の鶏死は少なし・。八田網、地曳網より、生費への・移行申における魚体の販鮎機死の
 :重プ(な原因となる。

 ⑨)魚俸測定の結果では、肥滞後の豚下(1ヤセ)は大部分のものは認められない。(別表肥満度
 剰i成1参照)

 ⑩肥満.窪の小さい群が蓄養後には約20%現われ、これは餌料として不向きであ'る。
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 斃死魚の分析

蓄率尾数33.09乞尾
死魚尾数9772

生存尾数23.3.20
 夢白魚の目男;j蓼=化

 竹製生資より縄治養への移行までの量
 蓄養後ユ遷閏までの死点
 その後の襲蓬死尾数

 .魚体測定I、その勉…奈嚢受用

(抽出推計値)

2

477尾

843尾

 ε62尾

590尾



 蓄養中における1週間の幣死、と投飼量の関係
斃死尾数
投飼量  共1週間の合計



 蓄養魚の体長 体重相関図
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 蓄養カタクチイワシの不断鋼餌曲線
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 クレモナ生晋網設計図
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 ド'ラム取付図



 実物曳航の部

 実物網曳航における網内の流速
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 水槽実験の部

 低抗試験の部
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